
教育学部／教育学科

数理教育コ ース
数学のおもしろさ ・ 奥深さを知り、伝えることができる数学教員を養成します。

「数学科教員になりたい」「子どもたちに数学のおもしろさを伝えたい」「数学をもっと深く学びたい」こ う した要望に応えるのが 、「数理教育コ ース（中 高

教貝） 」です。カリキュラムには 、教員に必要な教科教育法や指導法、実践力を身に付ける科 Hをはじめ、数学の基礎から高い専門性まで幅広く学べ

る科目を用意。数学の学びを通して自分自身の知見を広げながら、子どもたちに数学の魅力を伝え、豊か な学びを創造する力を育みます。

注目の科目

数学科教育法

中学 ・ 高校の数学教員に必要な知識と実践について修得。

主体的に数学に取り組む数学的活動の内容をはじめ、授業の目的や

方法など、中学・高校における数学科教育の指導における知識と実践

について修得。さらに、ICTを活用した指導法、教材研究、評価方法、

模擬授業などについても学び、これからの数学教育の指導に欠かせな

い能力を身に付け ます。

出前講座

教育現場の「今」を体感しながら、実践力を身に付けます。

代数学
• 

数字の代わりに文字を用いた計算の法則·方程式の解法なとを研究。

中学で2次方程式の解の公式を、高校では3次方程式の解法を学び ます。

また、5次方程式以上の方程式には解の公式は存在しないということが研

究により分かっています。ガウスによ って発見さ れた「複素数係数のn次方程

式は複素数の範囲で（重複度も含めて）n個の解を持つ」という代数学の基

本定理について学ぶことで、数学の奥深さが感じられるはずです。

中学や高校に出向いて授業を行う出前講座をはじめ、MieMu （三重県総合博物館）など教育機関との

イベント企画数学研究会への参加など、中学・高校や地元三重県との連携を意識した実践的な学びを

展開。教育現場の「今」を体感しながら、教員となった時に役立つ実践力を身に付けます。

◎「トイレットペーパーと数学」（津市立橋北中学校、皇學館中学校）
◎数学研究（皇學館中学校） ◎「数学Illの発展的内容としての微分方程式」（皇學館高等学校）
◎「数学A 整数の性質」（伊勢学園高等学校） ◎「教育について考える」（岐阜県立恵那高等学校）

トイレットペ ーパ ーの回転数（何回巻いてあるか）を 子どもたちから、数学は生活の役に立たないよね、と 中学校教員をめざしているので、今の教育現場を体
計算して求める授業を実施。子どもたちの関心をひく いう声を聞くことが多く残念に思っていました。大好き 感してみたいと思い、中学校への出前講座に参加し
ために、トイレットペ ーパー という身近なものを題材 な数学のおもしろさを少しでも伝えたいと思い、出前 ました。子どもと一緒に体験しながら考える形式にし
にしました。計算のしかたを順にまとめたプリントを 講座に参加。数学が生活で使われている場面を紹介 ようと思い、トイレットペ ーパーを教材に使った授業
配布し、実際にトイレットペ ー パーを使って実測して するなど、身近に感じられるよう工夫しました。また、 を実施。子どもたちの反応を直接見ることができたの
みるなど、わかりやすい授業を心がけました。子ども 解答は一つでも、解き方が何通りもあるのも数学の は、貴重な経験になったと感じています。何度もリ
たちと交流したことで、課題が見つかり、今後の学び 魅力。さまざまな解き方を教えることで、数学の楽し ハ ー サルをし、教材づくりも行うなど、事前準備の大
につながる貴重な経験になったと思います。 さに気づいてもらえることを期待しています。 切さを学ぶこともできました。

教育学部教育学科4年 西崎巧真さん 教育学部教育学科4年 岡田美優さん 教育学部教育学科4年 武田敬也さん

学びの流れ

1 年次〈基礎〉

数学の基礎を身に付ける
これから 大学数学を学ぶにあたり、そ
の基礎的な知識についての確認を行
います。

主な科目

代数学基礎・序論／幾何学基礎・序論／
解析学基礎・序論／教育学概論

2年次〈基礎 ・ 展開〉

数学の専門性を高める
実際に解析・幾何・代数と大学数学を学
ぶ。大学数学特有の抽象論を学びながら、
論理的思考力を姜う。

主な科目

数学科教育法1•||／代数学1·11/
解析学1•||／幾何学1·11/
特別支援教育の基礎

3年次〈展開 ・ 応用〉

実習を通して実践力を修得
専門的な学力を身に付けたうえで、教
育実習の経験や体験学修プログラムを
通しで実践カ・対応力を高める。

主な科目

数学科教育法lll·IV／確率・統計学1·11/
コンピュータ概論／教育実習1·11/
教育課程論

カリキュラムの詳細は
こちらをご覧ください。＞＞ 

4年次〈発展〉

4年間の学びの集大成
自らの関心に従って課題を設定し、問題
を客観的に分析・解決する力を身に付け、
学修の集大成として卒業論文を完成。

主な科目

教育研究演習／教職実践演習／
卒業研究
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